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◇ホームページ上の「サーマルリサイクル」情報をリニューアル 
 

 塩ビはマテリアルリサイクル（MR）性に優れていることから、塩ビ管・継手や農業用ビ

ニルフィルムなど再利用が進んでいます。また、タイルカーペットや壁紙など塩ビと他の

材料を組み合わせた塩ビ複合製品でも、新しい分離技術を導入することにより MR が近年

大きく進展しています。さらに、MR が困難な使用済み製品については、塩ビ製品を化学

的に変化させて再利用するフィードストックリサイクル（FR）や、廃プラと混合し燃料と

して発電や熱利用するサーマルリサイクル（TR）を行うことができます。 

 VEC では塩ビ製品の使用形態や排出時の状態に応じ

てリサイクル手法を適宜組み合わせて、資源の有効利

用に役に立てられるように塩ビリサイクルに関するこ

うした動向調査を継続的進めており、その結果を情報

発信しています。今回、TR に関するアンケート調査を

実施し、塩ビを含む混合廃棄物を受け入れている施設

に関する HP 情報を３月１２日より更新いたしますの

でお知らせします。 

 今回の調査から、塩ビを含む混合廃棄物を受け入れ

ているTR施設は前回調査（２０１０年）の２６施設か

ら３２施設と増えており、施設数及び焼却処理能力合

計のいずれも２割程度増えています。さらに、塩ビ製

品を単独で受入・処理が可能なTR施設については、前

回調査時は６施設であったのに対して１７施設に増え

ていることがわかりました。近年廃プラをエネルギー

源として有効利用する施設が増えている傾向にあるこ

とが伺えます。 

 更新情報では、TR 施設及び焼却施設それぞれについ

て、1)塩ビ製品を単独で受入・処理できる施設、2)塩ビ

を少量含む混合廃プラが受入・処理できる施設に区分

して表（※）に示しました。また、情報提供いただい

た範囲で、施設ごとの受入可能量、受入頻度、塩ビ混合プラの場合には塩ビ受入可能量の

上限濃度の項目を新たに設けて掲載していますのでご利用ください。 

 ※ VEC-HP 上の「リサイクル」メニューを選択し、「業界の取組み」というサブメニューより「リサイクル情報」から

ご覧いただけます。
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■随想 

◇フィレンツェ便り（その５）（終）－イタリアのカーニバル－ 

関東学院大学 織 朱實 

 

 2 月の欧州は、復活祭、カーニバルの季節です。イタリ

アのカーニバルは、ヴェネツィアの仮面カーニバルが有名

ですが、トスカーナ地方でもイタリア国内で大変有名なカ

ーニバルがあります。ヴィアレッジョは、トスカーナでも

海よりの町で、ここのカーニバルは、巨大な山車が何台も

繰り出されるので有名で、毎年 100 万人以上の見物客が訪

れる大きなカーニバルです。イタリアはもちろん、ヨーロ

ッパでも屈指のカーニバルです。またその奇想天外な山車

の数々、踊り手と観客の一体感などは他と比べても異色に

して出色のカーニバルと言って良いでしょう。 

 

 欧州のカーニバルは、その地域ごとに何をテーマにする

のか特色があるのですが（たとえば、フィレンツェのカー

ニバルはやはり！といった感じの中世の仮装、ヴェネツィ

アも中世風の仮装ですが仮面で顔を隠しているのが特徴、そしてカーニバルが賑やかなこと

で有名なドイツのケルンのカーニバルは現代のアニメのコスチューム等グループで同じコ

スチュームを着て盛り上がる等）、このヴ

ィアレッジョのカーニバルは世相への風

刺！写真を見ていただけると分かるので

すが、ドイツのメルケル首相の股の間から

財務大臣が現れたり（ユーロ危機への風

刺？）、ローマ法王とゲイのカップルの結

婚パレードなど、日本人の感覚からすると

「ここまでやるの？」ちょっとどぎつい感

じの山車が街を練り歩いています。政治家

への風刺が多いので、政治家の顔や社会情

勢がよくわかってないと楽しめないカーニ

バルでもあり、日本と比較すると欧州は若者も含めて本当に政治に関心をもっているのだな、

と感心します（普通の主婦とのお茶のみ話でも、政権の話がでてきますから、やはり日本人

とは意識が違うと思います）。もちろん、風刺ものだけでなく、子供たちが喜びそうな巨大

恐竜やロボットもあり、華やかな行列もあり、春に向けての楽しい気分を盛り上げてくれま

す。この山車、紙の張子（ねぶたみたいな感じですね）、工房で作成

ヴィアレッジョのカーニバル 

ケルンのカーニバル 

されているそうです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ここまでやるの？」世相風刺満載のヴィアレッジョの山車 



 

 

 カーニバルの季節が過ぎると、待ちに待った春が一気にやってきます。イタリアも、ミ

モザの花が真っ盛りで、イタリア版お雛様？女性の日の 3 月 8 日には、男性から女性にミ

モザの花が贈られるそうです。 

 

 さて、前回予告した「ロストバッケージ顛末記」です。南京虫騒動の後には、ロストバ

ッケージ？という感じですが、12 月にドイツの友人をローテンベルグに訪ねたのですが、

そのときに海外生活で初めて空港で盗難にあいました。 

 フランクフルト－フィレンツェ間は、1 時間 30 分。ほとんど国内線の感覚ですから、荷

造りもあまり考えずにポイポイ詰めていました。そして、今回ドイツのクリスマスマーケ

ットで購入した木彫りの人形等のおみやげがこんもり！ドイツでのお買い物が増え、前の

スーツケースも古くなっていたこともあり、本場のドイツということもあり RIMOWA の

新しいスーツケースも購入しました。これがなんと、ロストバッケージ！新品で、タグも

つけていなかったこともうっかりだったのですが、乗り継ぎなら注意をするのですが、ま

さか 1 時間 30 分の直行便でロストバッケージになるとは～ということで、普段はスーツ

ケースに入れないような購入したばかりのちょっと高額なものとかカメラのバッテリーチ

ャージ、日用品などを考えなしにぼんぼん入れていたスーツケースがやられてしまいまし

た。ちなみに、同時に預けたスーツケースで同じ RIMOWA でも古い（10 年選手！）は、

ちゃんとでてきました。「フランクフルト空港にあるのでしょう。次の便で届きますよ」と

いうことで期待していたのですが、1 日たっても、2 日たっても見つかったという連絡が

なく、一週間たった時には「盗難にあったな～」と。10 日後くらいにようやくみつかりま

したが、なんと鍵が器用に壊されていて、スーツケースの上の方に置いてあった新品の物

品とアクセサリー入れがいくつかなくなっていました（でも、一番なくしたくなかったド

イツのクリスマスマーケットのおもちゃ等はなくなっていなかったので、それはよかった

のですが）。 

 

 ところで、なぜスーツケースがあけられてしまったのか、という点にフィレンツェ在住

でガイドをしている友人から、目からうろこの指摘。 

 イタリアで空けられたのかと思ったのですが、それは時間的にありえずフランクフルト

空港しかない、でも乗り継ぎでないのになんでそんな事故に？という疑問に「もしかした

ら、早くチェックインしていた？」との指摘。まさに、そうでした！20 時 55 分フランク

フルト発の飛行機でしたが、電車との関係で、しかもクリスマスでお店も 14 時までだっ

たので 16 時にはチェックインして、空港でネットしながら仕事をしていたのです。これ

がいけなかったみたいです。…私は悪評高いイタリアの空港で盗まれたと思ったのですが、

到着して短時間でそれはない！ということで、長くフィレンツェでガイドをしている友人

から、目からうろこのアドバイス。「EU 域内では、1 時間前にスーツケースを預けてはダ

メ！」ついつい荷物預けの感覚で、早めにバッケージをチェックインしてしまったりしま

すが、EU 域内の短い区間では、それは無防備に荷物が放置される状態を作り出している

そうです。 

 

 いまさらですが、今回の教訓。①EU 域内移動は、国際移動と考えずチェックインは 1

時間前に、②短い区間でも油断しないで貴重品、なくしたくないものは手荷物に！、③鍵

は二重に！（その辺で売っている 1 ユーロ位のカギでもないよりまし？）スーツケースの

タグはしっかり！、④スーツケースはなるべく汚く見えるように（シールとかべたべた貼

るのも有効かも）。 

 



 

 

 南京虫被害についで、2 回目のアクシデントですが、どちらも保険でスーツケースを修

理してくれ、保険が大活躍でした。海外旅行保険を活用していない人も沢山いるかと思い

ますが、困ったことがあったら相談すると意外な損失も補償してくれるのでやはり大切で

す（時間や思い出は買えないですが、金銭的ロスがカバーされるだけでも助かります）。参

考までに、保険を請求する時には、実際にそのものがあった証拠（買った領収書、映って

いる写真）、被害届（空港とか空港内の警察で発行してくれます。これをめんどくさいと思

う人が多いみたいですが、向こうはプロで様子もわかっているので場所がわかり担当者が

捕まればすぐ対応してくれます。海外の警察の問題は、警察の所在地が分かりにくいのと

担当部署にたどり着くことが大変なのでそこでくじけてしまいますが、空港内警察は比較

的分かりやすい場所にあるので調書はとりやすいと思います）。ということで、事前にスー

ツケース等の管理でリスク管理をしつつ、事後的補てんの観点から付保によるリスクマネ

ジメントをしておけば安心ですね。 

 

 3 月末にイタリアから引き揚げてきたので、フィレンツェ頼りは今回でおしまいです。

また、新しい写真ブログのネタを引っ提げて登場したいと思います！ 

 

⇒ メルマガ・バックナンバー 

 

 

 

 昨日で東北大震災から丸 4 年が経ちました。私が VEC に着任したのがちょうど震災の

年の 2011 年 2 月で、地震を事務所のある六甲ビル８階で体験し、あの時の揺れを忘れる

ことはできません。あのむごい津波、火災など目に焼きついてこちらも忘れることはでき

ません。4 年が経ちますが、まだ仮設住宅で不自由な暮らしをしている人たちが大勢いら

っしゃいます。一日も早い復興を願うばかりです。（ももった） 
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■関連リンク 

●メールマガジンバックナンバー 

●メールマガジン登録 
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